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４
月

第4回理事会(17)
　<(株)小野測器>

#1試走会(7)
#1講演・講習(17)
#1見学会(17)
#1社会活動(17)
#1学生活動(25)

・行事案内第2号(1)
　発行部数：18,820部

・EV講習会(10,11)
　<NATC>

#1学生委員会(25)

・学自研大会
　(参与会)(25)

・学術研究講演会
　実行委員会(25)

５
月

本部春季大会(20～22)
　<パシフィコ横浜>

#1支部報(15)
#2試走会(18)
#1新規事業(26)

・ASEAN情勢(11)
　<早稲田大学>

・基礎から分かる
　モード解析(12,13)
　<リオン(株)>

・本田技研工業(株)
　寄居工場(29)

・小学生
　くるま未来体験教室
　(17)<宇都宮市>

・EV講習会(20,21)
　<パシフィコ横浜>

#2学生委員会(30)

６
月

第5回通常総会(4)<如水会館>
・特別講演：山下光彦氏
　(日産自動車株式会社)
・会員交流会

#2社会活動(20)
#3試走会(22)
#2学生活動(25)
#2新規事業(29)

・特別講演：山下光彦氏
　(日産自動車株式会社)
　<如水会館>

・市光工業(株)
　伊勢原製造所(12)

・小学生
　くるま未来体験教室
　(20)
　<新潟工業短期大学>

・行事案内第3号(1)
　発行部数：18,820部

・学術研究講演会
　実行委員会(25)

#3学生委員会(27)

７
月

(支部担当理事会  17)

#4試走会(13)
#2支部報(17)
#1総務(23)
#2見学会(28)

・防衛省技術研究本部
　(22)<航空装備研究所>

・港湾空港技術研究所
　(10)

・日産自動車(株)
　追浜工場(24)

・小学生/高校生
　くるま未来体験教室
　(11)
　<日大理工学部船橋>

・支部報No.64(1)
　「みる」
　発行部数：21,425部

・ダンパー講習会(11)
　<神奈川工科大学>

#4学生委員会(25)　

８
月

#2講演・講習(31)
・ディーゼル技術最前線
　(27)<ボッシュ(株)>

・プライムアース
　EVエナジー(株)(28)

・小学生
　くるま未来体験教室
　(1)<トコトコ大田原>
・高校生工学講座(24)
　<宇都宮大学>
・小学生
　くるま未来体験教室
　(26)<SAITEC>

・行事案内第4号(1)
　発行部数：19,370部

・学生フォーミュラ3支部
　合同試走会(4,5,6)
　<エコパ>
・溶接講習会(6)
　<エコパ>
・ダンパ相談会(6)
　<エコパ>
・もてぎ試走会
　(20,21)<TRM>

・富士総合火力
　演習見学会(20)
　<陸上自衛隊
　　東富士演習場>

#5学生委員会(29)

９
月

#3学生活動(11)
#2総務(17)
#5試走会(18)
#3見学会(22)
#3社会活動(30)

・自動運転技術技術の
　現状と将来展望
　(29)<(株)小野測器>

・UDトラックス(株)
　(25)

(全日本学生フォーミュラ
　1～5)

#6学生委員会(26)
・東京農工大学
　ラボツアー(26)

・学術研究講演会
　実行委員会(11)

10
月

第5回理事会(顧問同席の
　合同役員会)(5)
　<防衛大学校>

本部秋季大会(15～16)
　<小倉>

#3支部報(23)
#4学生活動(30)

・生活支援ロボット
　の安全性評価(7)
　<生活支援ロボット
　　安全検証センター>

・JR東日本新幹線
　総合車両センター(28)

・小学生
　くるま未来体験教室
　(31)
　<筑波研究学園
　　専門学校>

・行事案内第5号(1)
　発行部数：19,420部

・設計製作スケジュール
　マネージメント
　講習会(10)

・東京モーターショー
　取材(29)

・学術研究講演会
　実行委員会(30)

#7学生委員会(31)
・山梨大学ラボツアー
　(31)

11
月

#3新規事業(4)
#4社会活動(7)
#4見学会(20)

・進化する中国のクルマ
　事情および
　エネルギー事情
　(13)<(株)小野測器>

・旭硝子(株)
　相模工場(27)

・公開講座
　明日へのテクノロジー
　セミナー(7)
　<新潟工業短期大学>
・小学生
　くるま未来体験教室
　(21)<山梨ICT>

・国際交流事業台湾派遣
　(12-18)

#8学生委員会(28)

12
月

技術者交流会(1)
　もの造りの原点を知る
　<日産自動車座間事業所>

グループ(企業窓口)
　担当者連絡会(11)
　<本部>

#3講演・講習(7)
#4支部報(10)
#5学生活動(12)
#5社会活動(16)
#3総務(17)
#6試走会(21)

・曙ブレーキ岩槻製造
　(株)(4)

・行事案内第6号(1)
　発行部数：19,670部

・学術研究講演会
　実行委員会(12)

#9学生委員会(26)

16
年
/
１
月

第6回理事会(顧問同席の
　合同役員会)(19)
　<如水会館>
・特別講演：畑 正高 氏
　((株)松栄堂)

#5支部報(19)
#6学生活動(23)

・特別講演：畑 正高 氏
　((株)松栄堂)
　<如水会館>

・軽量化を支える技術
　－繊維強化プラス
　　チックの応用－(27)
　<(株)小野測器>

・常磐共同火力(株)
　勿来発電所(22)

・第6回群馬県高校生
　電気自動車大会(16)
　<前橋工業高校>

・支部報No.65号(1)
　「かく」
　発行部数：22,230部

・国際交流事業タイ派遣
　(12-18)

・学術研究講演会
　実行委員会(23)

#10学生委員会(30)

２
月

技術者交流会(12)
　環境経営・自然との共生～
　異業種に学ぶ
　<石坂産業(株)>

#7学生活動(20)
・人とクルマと社会を
　つなげる(26)
　<(株)小野測器>

・岩谷産業(株)
　液化水素製造プラント
　(10)

・行事案内第1号(1)
　発行部数：19,600部

・ダンパー講習会(27)
　<神奈川工科大学>

・学術研究講演会
　実行委員会(20)

#11学生委員会(27)

３
月

2015年度顧問会(9)
　<東京都市大学
　　世田谷キャンパス>

功労者表彰選考委員会(18)

#6支部報(15)
#4総務(18)
#6社会活動(25)

・サウンドデザインの
　ための音色・音質評価
　(3)<(株)小野測器>

・EV講習会(9)
　<東京都市大学>

・学術研究講演会(9)
　<東京都市大学>

・国際交流事業日本受入
　台湾4名、タイ3名
  学生を受入れ(8～15)

#12学生委員会(26)



１)第５回支部通常総会
関東支部第5回通常総会は2015年6月4日(木)如水会館において開催された。

前田 聡支部長の議事進行により次の議案が審議され、いずれも異議なく承認された。

〔開催日時〕2015年 6月 4日(木) 13:30～14:30

〔出席者数〕関東支部会員 70名

〔議  事〕 報告１：2014年度事業報告の件 

 報告２：2015年度事業計画の件 

議案１：2015年度支部組織・役員体制の件 

通常総会終了後、同会場において表彰式、特別講演会、会員交流会を開催した。 

〔表彰式〕支部表彰(支部功労賞：5名、3団体) 

フェロー認定証授与16名(内支部長推薦4名)累計認定者数306名

〔特別講演会〕『日本の成長戦略と自動車産業の役割』 

講師：山下 光彦 氏 日産自動車株式会社 (出席者100名) 

〔会員交流会〕  (出席者76名) 

２)支部役員会
会務・運営・事業計画に関する事項を審議するため、理事会、顧問会並びに事業担当理事会を開催した。

2-1)支部役員会

＜理事会＞ 

2015. 4.17 2014･2015第4回理事会 (株)小野測器 52名 

10. 5 第5回理事会(顧問同席の合同役員会) 防衛大学校 顧問 5名、理事49名 

2016. 1.19 第6回理事会(顧問同席の合同役員会) 如水会館 顧問 6名、理事40名 

2016. 4.22 第7回理事会 (株)小野測器 49名 

＜顧問会＞ 

2016. 3. 9 2015年度顧問会 東京都市大学世田谷キャンパス 8名 

＜新春懇談会＞ 

2016. 1.19 特別講演会： 

テーマ： 『都と香り』

講師：香老舗 松栄堂 

代表取締役社長 畑 正高 氏 

如水会館 71名 

関東支部新春懇談会 如水会館 73名 

2-2)事業担当理事会

＜総務担当理事会＞ 

2015. 7.23 第1回総務担当理事会 関東支部(香月ビル 6F) 

9.17 第2回総務担当理事会 関東支部(香月ビル 6F) 

12.17 第3回総務担当理事会 関東支部(香月ビル 6F) 

2016. 3.18 第4回総務担当理事会 関東支部(香月ビル 6F) 

＜講演･講習会担当理事会＞ 

2015. 4.17 第1回講演・講習会担当理事会 (株)小野測器 

8.31 第2回講演・講習会担当理事会 関東支部(香月ビル 6F) 

12. 7 第3回講演・講習会担当理事会 関東支部(香月ビル 6F) 

＜見学会担当理事会＞ 

2015．4.17 第1回見学会担当理事会 (株)小野測器 

7.28 第2回見学会担当理事会 関東支部(香月ビル 6F) 

9.22 第3回見学会担当理事会 関東支部(香月ビル 6F) 

11.20 第4回見学会担当理事会 ブリヂストン 軽井沢第1山荘 



＜支部報担当理事会＞ 

2015．5.15 第1回支部報担当理事会 関東支部(香月ビル 6F) 

7.17 第2回支部報担当理事会 関東支部(香月ビル 6F) 

10.23 第3回支部報担当理事会 関東支部(香月ビル 6F) 

12.10 第4回支部報担当理事会 関東支部(香月ビル 6F) 

2016. 1.19 第5回支部報担当理事会 如水会館 

3.15 第6回支部報担当理事会 関東支部(香月ビル 6F) 

＜社会活動担当理事会＞ 

2015. 4.17 第1回社会活動担当理事会 (株)小野測器 

6.20 第2回社会活動担当理事会 新潟工業短期大学 

9.30 第3回社会活動担当理事会 関東支部(香月ビル 6F) 

11. 7 第4回社会活動担当理事会 新潟工業短期大学 

12.16 第5回社会活動担当理事会 関東支部(香月ビル 6F) 

2016. 3.25 第6回社会活動担当理事会 関東支部(香月ビル 6F) 

＜学生活動担当理事会＞ 

2015. 4.25 第1回学生活動担当理事会 日本大学(駿河台キャンパス) 

6.25 第2回学生活動担当理事会 日本大学(駿河台キャンパス) 

9.11 第3回学生活動担当理事会 東京都市大学(世田谷キャンパス) 

10.30 第4回学生活動担当理事会 工学院大学(新宿キャンパス) 

12.12 第5回学生活動担当理事会 工学院大学(新宿キャンパス) 

2016. 1.23 第6回学生活動担当理事会 日本大学(駿河台キャンパス) 

2.20 第7回学生活動担当理事会 東京都市大学(世田谷キャンパス) 

＜試走会WG＞ 

2015. 4. 7 第1回試走会WG 自動車技術会本部(市ヶ谷) 

5.18 第2回試走会WG 自動車技術会本部(市ヶ谷) 

6.22 第3回試走会WG 自動車技術会本部(市ヶ谷) 

7.13 第4回試走会WG 自動車技術会本部(市ヶ谷) 

9.18 第5回試走会WG 自動車技術会本部(市ヶ谷) 

12.21 第6回試走会WG 自動車技術会本部(市ヶ谷) 

＜学生自動車研究会（学生委員会）＞ 

2015. 4.25 第1回学生委員会 自動車技術会本部(市ヶ谷) 

4.25 学自研大会 自動車技術会本部(市ヶ谷) 

5.30 第2回学生委員会 工学院大学(新宿キャンパス) 

6.27 第3回学生委員会 工学院大学(新宿キャンパス) 

7.25 第4回学生委員会 日本大学(駿河台キャンパス) 

8.29 第5回学生委員会 中央大学(後楽園キャンパス) 

9.26 第6回学生委員会 東京農工大学(小金井キャンパス) 

10.31 第7回学生委員会 山梨大学(甲府キャンパス) 

11.28 第8回学生委員会 日本大学(駿河台キャンパス) 

12.26 第9回学生委員会 日本大学(駿河台キャンパス) 

2016. 1.30 第10回学生委員会 日本大学(駿河台キャンパス) 

2.27 第11回学生委員会 日本大学(駿河台キャンパス) 

3.26 第12回学生委員会 自動車技術会本部(市ヶ谷) 

2-3)功労者表彰選考委員会

2016. 3.18 功労者表彰選考委員会 関東支部(香月ビル 6F) 



３)表彰
3-1) 2015年度支部功労者表彰選考委員会

表彰選考委員会を組織し、推薦書をもとに2015年度支部事業活動功労者の選考が行われた。

表彰選考委員会は2016年 3月18日(金)に開催され、本年度推薦のあった候補者から5名の会員と4団体を

選考し支部長に報告、2015年度表彰者が決定した。

〔支部功労者表彰選考委員会〕 

委員長：東宮真左人 委員：齊藤敬三、西山一郎、渋谷弘之、岩崎雅彦、岡部顕史、狩野芳郎 各理事 

3-2) 2015年度 関東支部功労者表彰授賞式開催予定

関東支部第6回通常総会(2016年6月2日・如水会館)に引き続き、前田聡支部長から2015年度支部事業活

動功労者である5名、4団体に表彰状及び記念品を授与する予定である。

2015年度 支部事業活動功労者 

受 賞 者 受  賞  の  理  由 

保田 正義 会員 

2010年より関東支部の理事(見学会担当)に就任し、2015年から見学会の主担

当を務め、関東支部の見学会運営の主導的な役割を担ってきた。 

さらに、関東支部の活動方針の重点項目である「技術者交流の強化」におい

て、新規事業ワーキングチームの初の試みである「水素関連技術研究施設と

九州地区自動車メーカー見学＆技術者交流会」の開催に当たり、現地の見学

先やメーカーの担当者と細部まで調整し、また現地確認を行うことにより成

功に導いた。 

伊藤 利彦 会員 

関東支部報理事として支部報編集活動に4年間携わり、2013年～2015年は主担

当理事として、連載記事の執筆担当輪番制の導入やメンバーの業務負荷平準

化による運営効率化など、当支部報のとりまとめ役として活躍された。さら

に新規事業WGの担当として、日産自動車による技術者交流会の開催に尽力さ

れた。 

小宮 孝司 会員 

2010年から現在に至るまで社会活動担当理事として、各地域での小学生向け

の「くるま未来体験教室」に積極的に参加されるとともに、重要拠点とした

新潟で「くるま未来体験教室」や「一般向けの公開講座」を継続的に企画・

開催。新潟工業短大が自技会活動の重要拠点として確立するのに多大な貢献

をされた。 

玉井 尚利 会員 

2007年に関東支部理事に就任し、遠方であるにも係らず9年の長きにわたり学

生活動を積極的に担ってきた。とくに学術研究講演会では企画運営に尽力

し、座長を務めるとともに表彰選考の取りまとめ役としての実績も大であ

る。 

他方、所属企業の地域特性を如何なく発揮し、長野地域での理事会や見学会

開催の受入れや、社会活動の一環としての長野県における拠点作りにも貢献

された。 

鈴木 隆  会員 

全日本学生フォーミュラ大会で上位常連校として長年先陣を切って大会を盛

会にしてきた。特に、大会出場前の関東支部主催の試走会並びに技術交流会

では、培ってきた技術や製作法を関東支部傘下の大学へ指導するなど、関東

支部全体のレベルアップに多大な貢献をされた。 

また、関東支部の試走会WGのメンバーとして、様々な提案や試走会での活動

などでも大きな貢献をされた。 

防衛装備庁 

陸上装備研究所

艦艇装備研究所 

航空装備研究所 

2012年度より傘下の各研究所（陸上装備研究所、艦艇装備研究所、航空装備

研究所）を持ち回りつつ毎年継続して講演会を企画・開催していただくとと

もに、会場の提供や講演内容に関連する施設や装備等の見学をも実施してい

ただいている。毎回抽選になるほどの多くの応募もあり、普段あまり見聞き

する機会の少ない貴重な講演や見学は自動車技術者にとっても非常に有用で

あり、当支部の講演・講習会活動に多大な貢献をされた。 



東京都市大学 

近年学術研究講演会は、論文発表件数の増加のみならず、展示会の充実、英

語セッションの設置、大学研究施設見学、国際交流事業との連動など多岐に

わたり充実が図られている。この中にあって、東京都市大学は、2015年度学

術研究講演会の会場を格別な配慮のもと快く提供くださった。また、開催準

備及び運営にも多大な貢献もあり、学術研究講演会を成功に導いた。協力い

ただいた多くの東京都市大学の学生スタッフ及び同大学の関係者の周到な対

応が、スムースな運営に貢献した。 

富士重工業(株) 

スバル第一技術本部

技術管理部 

会員増強活動で、継続的な新規入会のしくみ作りを行い、昨年に引き続き 

年度初めの1362名から、1583名(3/1時点)まで、221名という顕著な会員増に

尽力いただいた。 

富士テクノサービス（株） 
会員増強活動で、年度初めの45名から、129名(3/1時点)まで、84名という顕

著な会員増に尽力いただいた。 

3-3) 2015年度 関東支部学生活動功労賞授賞式

関東支部学術研究講演会 (2016年3月9日・東京都市大学 世田谷キャンパス)の場において支部長から2

名に表彰楯及び記念品が授与された。

2015年度 関東支部学生活動功労者 

受 賞 者 受  賞  の  理  由 

大丸祥平 会員 学生委員会メンバーとして関東支部学生活動に尽力し多大な貢献をされた 

筒井瑞規 会員 学生委員会メンバーとして関東支部学生活動に尽力し多大な貢献をされた 

3-4) 2015年度 学生自動車研究会功労賞授賞式

関東支部学術研究講演会 (2016年3月9日・東京都市大学 世田谷キャンパス)の場において会長から2名

に表彰楯及び記念品が授与された。

2015年度 学生自動車研究会功労賞受賞者 

受 賞 者 受  賞  の  理  由 

足立 新 会員 学生委員会委員長として委員会の開催や議事運営を行い多大な貢献をされた 

堀江健太 会員 学生委員会副委員長として委員会の開催や議事運営を行い多大な貢献をされた 

４)各種行事  企画・開催

2015年度は「地域社会に貢献」「会員相互の交流と研鑽の機会の提供」「学生、若手技術者の育成に貢

献」「事業を支える運営体制の強化」を方針とした。これらを踏まえ「他支部との連携強化」「児童･生

徒・学生･一般向け活動の強化」「満足度の高い魅力ある講演･講習会、見学会を推進する」「技術者交

流の強化」「学生フォーミュラ活動の技術レベルの底上げ」「学生のキャリアパスに繋がる取り組みの

検討」「認知度向上の為の情報発信の強化」「会員数の増強」「活動支援強化」の9項目を重点取り組み

として各担当理事会が事業計画を遂行した。 

4-1) 総 務

①2014･2015年度第5回支部理事会を防衛大学校（神奈川県横須賀市）で開催した。

理事会終了後、大学紹介、研究紹介、構内施設見学を開催し、その後セントラルホテル（横須賀）へ

移動して、懇親パーティーを開催し交流を深めた。

②他支部との連携強化に取り組み、北海道支部と支部報の共著や東北支部との東北地区見学会を実施し

た。また、中部支部主催の中堅技術者懇談会にオブザーバーとして参加した。

③新規事業検討ワーキングチームの本年度取組として、「日産自動車座間事業所見学会＆交流会」を

2015年12月1日に実施した。日産自動車(株)清水圭氏による基調講演（テーマ：アライアンスの取り組

みとツーリング戦略）の後、ツーリング工場見学（圧型、樹脂成形型、車体設備）、記念講演（VQエ

ンジン開発の話）、ヘリテージコレクション（記念車庫）見学、最後に交流会・懇親会で親交を深め



た。全体の60%を生産技術関係者に参加いただけた。記念車庫見学および記念講演については、興奮し

た、感動したなど、好評いただいた。交流会の継続希望、中部支部が参加できて良かった等の声があ

った。また、第二弾として「技術者交流会（石坂産業見学会＆交流会）」を2016年2月12日に開催した。

石坂産業株式会社は、産業廃棄物の焼却場から産業廃棄物のリサイクルプラントへと大胆な変貌を遂

げた現在注目される企業で、今回はリサイクルの技術開発と工場見学を通じて、技術者相互の交流を

図った。 

支部行事案内の発行 

関東支部の各種行事開催にあたり、支部会員への広報として6回の行事案内を発行・配付した。 

〔総務担当理事会〕東宮真左人主担当理事、伊藤利彦、岩崎雅彦、岡部顕史、齊藤敬三、須藤 晶、高

野和朗、馬場雅之、本田康裕、保田正義 各理事 

4-2) 講演・講習会

講演・講習会事業は、タイムリーに幅広く自動車関連の技術、研究動向の情報を提供し会員ニーズ

に合った魅力ある内容となるように10件の企画を実施した。また、特別講演会を2回実施した。 

〔講演・講習会担当理事会〕齊藤敬三主担当理事、髙村昭生副担当理事、須藤  晶副担当理事、

石鍋栄一、岩井信夫、小口  誠、金子タカシ、紙屋雄史、白石  隆、

白石安代、新明正弘、田中浩文、手塚  厚、樋口暢宏、三田  忠寛、

森  久雄、山川淳也  各理事  

4-3) 見 学 会

見学会事業は、多様な会員ニーズに応えるため業種や業態が偏ることなくバランスのとれた企画を行

ない11回の見学会(ミニ講演付)を開催した。 

〔見学会担当理事会〕保田正義主担当理事、佐藤由雄副担当理事、伊東 宏、今里信弘、田中 悟、 

谷 光志、田村正樹、土橋正幸、西山一郎、藤川忠弘、藤本志郎 各理事 

4-4) 支部報[高翔]の編集刊行

記事については、幅広い層に読んでいただけるものを厳選した。

＜刊行実績＞

No.64を特集「みる」で、2015年7月に刊行した。 

No.65を特集「かく」で、2016年1月に刊行した。 

〔支部報担当理事会〕伊藤利彦主担当理事、坂出憲俊副担当理事、大宮正毅、加賀谷豊、勝沼雅文、

加藤誠一、渋谷弘之、成澤和幸、橋村嘉章、本田康裕、松本成司 各理事

(株)大成社 

4-5) 社会活動

関東支部地域の活性化及び社会的貢献活動として、小学生対象の「くるま未来体験教室」、新潟工業

短期大学との共催イベント(公開講座)等を実施した｡ また、「群馬県高校生電気自動車大会」で講演、

EV/FCV試乗及び学生フォーミュラEV車両デモ走行を行った。新しい取り組みとして、宇都宮大学にお

いて「水素を使った燃料電池車の実習と実車体験」と題して、工業系高校生向け講座を開催した。 

〔社会活動担当理事会〕岩崎雅彦主担当理事、倉橋秀範副担当理事、飯高 敏、小木曽敦、柏瀬 一、 

小宮孝司、雑賀 高、白石拓也、鈴木 真人、立川和彦、冨樫 晃、早川和行、 

武藤英治 各理事 

4-6) 学生活動

①東京都市大学世田谷キャンパスにおいて2015年度学術研究講演会を開催、口頭発表102件、ポスター発

表29件、あわせて131件の発表と「技術展示」10社＋1大学(11ブース)の出展があった。参加者は372名

であった。

特別講演は『日産リーフの開発ストーリー －EVの歩みとその将来－』と題して、門田英稔 氏(日産



自動車(株) 車両開発主管)をお招きした。 

＜今年度表彰実績＞ 

【ベストペーパー賞】10件 

【ベストプレゼンテーション賞】12件 

【ベストポスター賞】4件 

②今年で6回目となる国際交流を継続実施し。日本から学生を台湾に3名(11月12日～18日)、タイに4名(1

月12日～18日)派遣し、講演発表、交流会、見学会等を行った。

・2015年11月12～18日 日本学生3名を台湾に派遣。大葉大学：2015全國太陽能遙控車競賽に参加・

基調講演聴講・発表した。 ARTC (Automotive Research & Testing Center)、 PGO Scooters、

Maxxis Tires、 國端汽車を訪問し、施設見学と意見交換を行った。廣興紙寮、日月湖、鹿港天后

宮、台北地区を見学。

・2016年1月12～18日 日本学生4名をタイに派遣。Chulalongkorn University, Smart Mobility

Research Center 研 究 室 見 学 、 KMUTNB (King Mongkut ’ s University of Technology North

Bangkok), CTAE (Combustion Technology and Alternative Energy Research Centre) 見 学 、

Honda R&D Asia Pacific Co., Ltd. 見学、Honda R&D Southeast Asia Co., Ltd. Thailand Head

Office 見学、MTEC(National Metal and Materials Technology Center) 見学、TAIST (Thailand

Advanced Institute of Science and Technology) 見学、アユタヤ観光 (Wat Chaiwatthanaram,

Wat Yai Chaimongkhon)、TSAE Auto Challenge見学、同大会にて日本人学生による英語でのプレゼ

ンを行った。

③関東支部学術研究講演会に合わせて2016.3.8～15の期間で学生を台湾から4名、タイから3名を招聘。

前田聡支部長主催の歓迎レセプションや講演発表、見学(東京都市大学、小野測器、富士重工業、本田

技研工業、AIST)、日本学生との交流会等を行った。

〔学生活動担当理事会〕岡部顕史主担当理事、加藤幹夫副担当理事、馬場雅之副担当理事、狩野芳郎、

草加浩平、佐藤一成、椎葉太一、鈴木康弘、関山惠夫、田中淳弥、玉井尚利、

時田貴史、本田康裕、三原雄司、渡邊一雄 各理事 

4-7) 学生自動車研究会

学生委員会が見学会、ラボツアー等を企画・運営(4回)し、学生活動支援組織(担当理事会、参与会、

支援委員)が側面から指導、助言した。 

〔学生委員会役員〕委員長 足立 新(工学院大学)、副委員長 堀江健太(芝浦工業大学)、書記 筒井瑞

規(筑波大学)、書記 植村智明(横浜国立大学)、会計 丸山雄大(神奈川工科大学)、

会計 山田笙平(神奈川工科大学)、広報担当 廣野直人(神奈川工科大学)、国際担当 

亀井淳哉(横浜国立大学)、国際担当 堀江健太(芝浦工業大学)、国際担当 丸山永

容(東京農工大学)、国際担当 植村智明(横浜国立大学) 

4-8) 試走会WG

①8月4～6日に3支部合同の試走会を小笠山総合運動公園（エコパ）で開催し、34チームが参加した。並

行して溶接講習会、ダンパセッティング講習会(協力 ZFジャパン)を行った。

②従来、本田技研工業（株）主催で実施していた『もてぎ試走会』を、今回より関東支部主催で8月20～

21日の2日間にかけて開催し、9チームが参加した。

③FM(Formula Meeting)関東主催事業として、試走会を7月4日と8月14日の2回、富士スピードウエイで開

催し、それぞれ4チーム、9チームが参加した。

④10月10日に自動車技術会本部(市ヶ谷)に於いてマネジメント講習会を、2月27日に神奈川工科大学に於

いてダンパー講習会を、3月9日に東京都市大学に於いてEV講習会をそれぞれ開催した。

〔試走会WG〕狩野芳郎主担当理事、本田康裕副担当理事、草加浩平、小林正朋、鈴木 隆、関根太郎、

東宮真左人 各理事 
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